4講; ミッション・ホーム(MH)(使徒16:14) 

　ある教会の牧師が、聖地巡礼に行ったのですが、信徒と奥様が出てきて泣いて、一斉に祈って心配したのでしたよ。 

　考えが変わらなければなりません。 

　考えが変わらないのに、行動が変わるでしょうか? 仮りに考えが変わらなくて、行動だけが変わるならば、危険です。 

　新しい家族に会ったり、重要なメンバーに会った時、無理に変えようとしないように。神様がなさいます。

　ガラテヤ2:20 

　いつも暗闇の権勢の下にいた私が変わらなければなりません。 

　教会の仕事や職場で、「あ、むずかしいな」という気がして、「こうだったら良いのに」ということがあれば、変えなければなりません。こういう考えは、誰でもができる一般的な考えです。 

　この会社で私に願うことは、神様が私に希望されることは何なのか? 考えが重要です。会社が私に必要とすることは何か? 

　TVの朝の庭という番組に出てくる人は、夫婦けんかをしにきていますが、そこに出てきたということ自体が、普通ではありません。いつでも共通点があります。女性が話すのを聞いてみれば、あまり良くない男です。女性の話を聞きながら、またする行動とか話しとか、こういうことを見れば、私でもあんな女とは一緒に暮らせないと思います。 

　ピリピ4:6,7 答え中の答え、最高の答えです。 

　次のことは、来れば味わうことです。 

　正しい考えを持つならば、終わりです。福音を正しく聞いて、正しい考えを持てば、正しい人生になって、福音を正しく聞くことができなくて、浮き立てば浮き立った人間になります。 

　みな聞いてみれば、一理があって正しいことのようです。しかし、その考えを持っては、絶対に福音化はできないと考えました。 

　新しい家族に会った時、行動も実も重要ですが、考えが重要です。 

　英語先生が面白いようにするならば、学生も英語に面白味さを覚えます。

　先生が誰か？によって変わるのです。 

　福音は本物であるゆえに、中のことを変えるべきです。うわべだけ変えるのであれば、ある日問題がやってきます。そのような大きい失敗をする必要はありません。 

　うつわも重要ですが、内容が重要です。 

　私たちは土のうつわですが、私たち中に宝を持っているのです。 

　うわべだけで、内が誤ってしまえば大事になります。 

整理 

タラッパン、チームの働き、ミッションホーム、地域教会、専門教会は方法ではありません。 

答えで味わうことです。 

タラッパンで味わうべきこと - 5種類 

インマヌエルする信仰運動です。 -過去の不信仰がみな敷かれているのです。正しく目覚めて見れば、人間がだめなことが見えます。世の中がでたらめです。人間を見れば気落ちするしかありません。すると死にます。 

それで、私たちに必要なことが信仰運動です。インマヌエル。どんなに私に困難が来ても、私があらゆる譲歩をみなしたとしても、イエスはキリストであり、真理は真理とインマヌエルです。そうすれば、働きがおきます。 

次に、暗闇の勢力に勝つ力です。 

そうでなければ死にます。 

アンテオケ教会は反対に行きました。出会いと弟子 

人間関係の回復 

中の祝福 

外の祝福 

使徒16:15 を持ってミッションホームという単語を付けました。 

ミッションホームで必ず味わわなければならない祝福があります。 

(1)生活 -home という単語が非常に重要です。 

　息子がどのように生きているかを知らないのは、一緒に住んでいないからです。

　しかし、必ず一緒に住まなくても知らなければならないことがホームです。 

①祈り 

　この部分が一番重要です。共に暮らしていないので、この部分がわかりません。 

　7種類の祝福の祈りの味を本当に理解するならば、なるようになっています。これが新しい家族を生かす道です。 

　仮りに祈りの秘密がなければ、イエスを伝えられたのにもかかわらず、のどの渇きが生じます。 

　違ったことで満たすことができます。ある程度、満たされるのですが、完全な自分の答ではありません。

　祈りに対する答 -この部分が、一番で、急ぐことです。 

　どの程度までならなければならないでしょうか? 祈らないほうが、もっと難しいという段階までならなければなりません。

　聖霊、天の軍隊、天の御座、暗闇の勢力を押し倒す時間、伝道と弟子の門が開く時間です。これを本当に知っているのか、知らないかを確認することが必要です。 

②講壇 -みことば 

　みことばは、みことばですが、講壇のみことばを受け入れなければなりません。そうしてこそ、生きるのです。

③伝道の門 - 伝道しにいくということではありません。どんどん門が開くのです。これは、生活と関係があります。生活の中で、現場で開かれるのです。 

(2)家庭回復 

　必ずこの答えを受けなければなりません。どんなに実が起きても、これがだめになれば、決してミッションホームになりません。 

　夫婦、子供、となり、親戚が皆知っています。 

　これができれば、家系の霊的問題が崩れます。 

①家系 

②家族 

　本当に、私たち家族が肉体的にではなく、神様の前で重要だな、このようにならなければなりません。

　牧師が説教をしにいくのに、楽しくて、信徒に早く会ってみたくなれば、これは生きているのです。 

　統計的に止むえず生きているのが70%です。

　仏教での輪迴説は、過去の敵の間で会うと教えています。 

(3)働き手 

　私と家族のような働き手がきて、２種類の回復をするのです。 

①信仰回復 

②家系回復 

③証人 

　ルデヤ、プリスカ、ヤソン、アクラのような人が受けた祝福を受けるようになります。これがミッションホームです。 

　裁判官、国会議員、知識人の中には、家庭を捨てた人が多いのです。お互いに黙認しながら生きているのです。 

4.専門の働き 

　これが必ず知らなければならない単語です。 

　何をするのかというと、３種類をすべきです。 

(1）専門化 -家庭主婦が専門化になるでしょうか? もっと専門化にならなければならないのです。子供を育てることも.. 

①内容があるようにしましょう。 

*韓国人が日本人に遅れる理由が、すでに人格自体が専門化になれずにいるからです。食べ物から私たちはあれもこれも入れて本来の味を無くしてしまうのですよ。 

ビビンパのようなものもありません。私たちは、何でも混ぜて食べてしまうのです。魚を食べるのも、日本人は醤油にちょっとつけて食べます。私たちは醤油漬けに.. 

絶対にくっつけるスタイルでは、専門化になりません。 

②研究 

③誠実 

(2)世界化 -いつも世界が回るのを見るべきです。 

　この部分には、アフリカでも私たちより先んじたものがあります。これを見ることができなければならないのです。 

　日本とアメリカは、インターネットにおいて私たちより遅れています。 

　技術は進んでいるのですが.. 

　商売も世界化に目が開かれないとなりません。更新しなければならないのです。 

①水準を知るならば、世界を見るべきです 

②激変の時代 

　いまはインターバルが速くなりました。 

(3)福音化 -人を生かさなければならないのです。 

①治癒対象者 

②災難対象者 

3.地域を生かす地域教会 

　この部分を置いて答えを受けるようにしてあげるべきです。 

(1)根 

　地域教会という言葉は重要な根をおろすことです。 

　地域教会とは、重大な地域地域に根をおろすことです。 

(2)システム 

　これだけが、地域を生かす道、国を生かす道、教会を生かす道、暗闇を破る道 

(3)出会いの祝福を味わうようにしなければなりません。 

①弟子 -地域でまず最初に見るべきことが、準備された弟子です。これを探すように祈りましょう。これが出てくればすべてです。 

②みことば -地域教会 

③実 -地域教会堂 

　実が起きれば、この人達が恵みを受けるようにさせてあげなければなりません。 

こういう途方もない祝福を味わうためには、いくつのかのことを変えなければならないのです。 

(1)考え 

　私の考えが、未信者のようであればだめです。 

(2)話し 

　慰める話をしましょう。否定的に話さないで。聞き手には、相当に悪い影響が及びます。また、他人の話をよく聞かなければなりません。人の話は参考にするだけであって、必ず聞くべきみことばは、神様のみことばです。 

(3)姿 (良い姿) 

①外貌 

②内側 

③印象 

人は一旦外貌を見ます。外貌を無視できません。未信者は、よりそうします。印象も安らかな印象を持たなければなりません。 

整理 

新しい家族には 

(1)災いに陥るようにしてはなりません。 

　内側を変えなければならず、うわべを変えるだけではだめです。

　内側を変えようとするなら、キリストの秘密を味わうようしなければならないのです。 

(2)答えを味わうように -しようとするなら変えさえすればよいのです。
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